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「２
０
２
４
年
度
中
元
期
の
重
点

取
組
事
項
」に
も
あ
る
よ
う
に
、
夏

期
繁
忙
期
に
お
け
る
全
国
の
引
受
予

想
個
数
は
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
は
対
前
年

比
で
１
０
０
．
３
％
、
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト

は
１
１
５
．
０
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヤ
マ
ト
関
連
郵
便
物
の
引
受
も

始
ま
り
１
階
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に

と
も
な
い
、
夏
期
繁
忙
期
に
お
け
る

輸
送
部
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
、
昨
年
の
猛
暑
を

さ
ら
に
上
回
る
暑
さ
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。 

支
部
は
１
０
日
、
左
記
の
よ
う
に

「夏
期
繁
忙
及
び
職
場
に
関
す
る
要

求
」を
提
出
し
ま
し
た
。 

１
、
空
パ
レ
ッ
ト
や
以
降
出
し
ゆ
う
パ

ッ
ク
の
保
管
場
所
お
よ
び
ヤ
マ
ト

引
受
後
の
完
成
パ
レ
ッ
ト
の
保
管

授
受
場
所
等
、
１
階
作
業
場
の
レ

イ
ア
ウ
ト
を
明
ら
か
に
し
、
輸
送

部
の
作
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
、

ま
た
労
働
災
害
が
発
生
し
な
い
よ

う
具
体
的
作
業
方
法
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

    
２
、
輸
送
部
に
お
い
て
、
退
職
等
に
よ

り
未
だ
十
分
な
要
員
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
口
の
搬
入
増

加
に
よ
る
処
理
の
改
善
も
ま
ま
な

ら
な
い
中
、
結
束
や
誤
送
等
大
き

な
問
題
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

社
員
お
よ
び
長
期
期
間
雇
用
社

員
の
確
実
な
要
員
を
補
充
す
る

と
と
も
に
、
短
期
期
間
雇
用
社
員

も
余
裕
を
も
っ
て
雇
用
す
る
こ

と
。 

 
 
 

 

３
、
繁
忙
期
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
処
理
に
お

い
て
、
多
量
連
続
供
給
の
場
合
、

破
損
ゆ
う
パ
ッ
ク
が
普
段
よ
り
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ゆ
う
パ
ッ
ク

区
分
機
１
シ
ュ
ー
ト
２
名(

４
名
供

給
の
場
合
は
シ
ュ
ー
ト
３
名)

の
配

置
に
し
、
短
期
期
間
雇
用
社
員
だ

け
の
配
置
は
行
わ
な
い
こ
と
。
ま

た
取
り
回
し
作
業
に
長
期
期
間
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雇
用
社
員
が
配
置
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。 

４
、
チ
ル
ド
室
・冷
凍
室
内
の
作
業
は

健
康
面
に
配
慮
し
、
防
寒
具
・手

袋
等
を
確
実
に
準
備
し
、
長
時
間

連
続
作
業
に
な
ら
な
い
よ
う
休
息

等
を
多
め
に
取
ら
せ
る
等
の
配
慮

を
す
る
こ
と
。 

 
 

 

５
、
冷
凍
室
内
の
霜
取
り
作
業
に
つ

い
て
、
安
全
対
策
や
対
応
を
十
分

に
せ
ず
社
員
に
霜
取
り
を
さ
せ
て

い
ま
す
。
冷
凍
室
に
お
け
る
霜
取

り
作
業
は
専
門
の
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
。 

６
、
夏
期
繁
忙
期
は
重
量
の
あ
る
水

物
ゆ
う
パ
ッ
ク
が
多
く
な
り
ま
す
。

過
積
載
防
止
対
策
と
し
て
、
過
去

に
「米
袋
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
パ
レ
ッ
ト
へ

の
積
載
は
、
パ
レ
ッ
ト
内
下
３
段
ま

で
」と
い
う
目
安
が
周
知
さ
れ
ま

し
た
。
水
物
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
お
い
て

も
パ
レ
ッ
ト
積
載
の
目
安
を
示
し
、

周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、

運
送
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

に
よ
る
計
量
を
徹
底
し
、
過
積
載

の
場
合
は
速
や
か
な
荷
下
し
に
対

応
す
る
こ
と
。 

７
、
輸
送
部
に
お
い
て
供
給
者
の
腰

痛
対
策
と
し
て
コ
ル
セ
ッ
ト
等
を

配
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
輸
送
・郵

便
部
に
お
い
て
事
故
防
止
の
観
点

か
ら
、
パ
レ
ッ
ト
上
段
へ
の
積
み
込

み
は
極
力
控
え
る
よ
う
目
安
を

示
し
周
知
す
る
こ
と
。 

８
、
郵
便
部
と
輸
送
部
の
差
立
時(

特

に
前
抜
き
便
・臨
時
便)

の
授
受
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
両
部

間
の
連
絡
・連
携
を
緊
密
に
取
れ

る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、

地
域
区
分
局
間
の
滞
留
防
止
の

観
点
か
ら
、
広
島
局
と
中
国
支
社

と
の
連
携
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

 
 

 

９
、
線
状
降
水
帯
豪
雨
・河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
な
ど
自
然
災
害

発
生
時
に
お
け
る
出
退
勤
に
は

迅
速
・柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
。

ま
た
、
全
社
員
を
対
象
に
緊
急
時

（火
災
・防
災
）
避
難
訓
練
を
行
う

こ
と
。 

１
０
、
取
集
業
務
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
車
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
気

温
が
上
昇
し
冷
房
を
使
用
す
る

頻
度
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
過
去
に
見
ら
れ
た
「バ
ッ
テ

リ
ー
を
保
た
せ
る
た
め
に
冷
暖
房

の
使
用
を
控
え
る
」と
い
っ
た
会
社

指
示
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
適
切
な
運
用
を
行
う
こ
と
。 

１
１
、
今
年
は
、
昨
年
の
猛
暑
を
さ

ら
に
上
回
る
暑
さ
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
以
上
に
熱
中
症
予
防
に

配
慮
し
、
対
策
・周
知
を
十
分
に

行
う
こ
と
。 

 


